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研究成果の概要（和文）：個人の職場環境および仕事に対する認知や態度が生体指標を用いた生物的健康状態と
どのような関係にあるのかを検証することを主目的として、心理・個人特性に関する自記式アンケートと生体指
標を用いた研究を実施した。その結果、研究代表者らは、個人の健康状態に影響を及ぼすと想定される心理・個
人特性（会社と個人の価値観の同一化、組織や仕事に対する誇り、 絆、孤独感）を明らかにするとともに、環
境要因と心理・個人特性との相互作用の境界条件に関する新たな知見を見出した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research project is to examine how individual’s 
recognition and attitude towards his/her occupation and work environment influence his/her 
biological well-being as indicated by biomarkers. We conducted structured questionnaire and 
researches using biomarkers about mental health and personality traits. Consequently, we found that 
the state of mental health and personality traits (individual’s values synchronizing with his/her 
company’s values, sense of pride in his/her company and assigned role, bonding and loneliness in 
the workplace) affect biological well-being, offering new insights into boundary conditions that 
determine the interactions between environmental factors and individual’s mental health and 
personality traits.

研究分野： 健康経営・ブランド論

キーワード： 健康経営　仕事の意義　誇り　絆　孤独感　自己効力感　職場満足感　相互協調的自己観
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義として、本研究は、これまで医学・心理学の分野で蓄積された知見を経営学のフィールドに援用し、
企業とそこで働く個人という文脈で、個人の心理・個人特性と生物的健康との関係性を明らかにした点が挙げら
れる。社会的意義として、世界的に健康経営へのニーズが高くなっているなか、健康経営を科学的に吟味検討
し、新しい経営の視座を示した点が挙げられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、経営学・文化心理学的知見と精神医学・文化神経科学・遺伝子発現研究の知見を統合
していくつかの先駆的知見を見出してきた基盤研究(B) (2013-15 年、課題番号：25285113、以
下、基盤 B)の延長上として位置づけられ、そこで得られた知見の深化・発展を目的として開始
された背景を持つ。Kitayama, Akutsu, Uchida, & Cole(2016)では、この分野の世界的権威であ
る Steve Cole 教授(カリフォルニア大学ロサンゼルス校)のチームが開発した CTRA と呼ばれる
総合的な遺伝子発現指標(Cole, 2008;2009)を用いて、（会社や自分の仕事に対する）誇りと職場
での相互協調的自己観(Markus & Kitayama,1991)が生物的健康と正方向で結びつくことを関
連遺伝子の転写反応のレベルで明らかにした。しかし、この結果は大手 IT 企業の 40 代以上の
男性社員を対象としたデータから得られたものであったため、この知見が現代の日本企業にお
いてどの程度一般化できるのかという点で理論的な信頼性・妥当性の深堀りが必要であった。そ
れゆえ、組織形態（i.e. 大企業と中小企業）や個人属性（i.e. 女性/若年就業者）の対象を拡張し、
当該知見の信頼性・妥当性の再検討、境界条件の特定、新たな心理機序の解明、および効果的な
介入手法、を明らかにすることが本研究を開始する主な動機であった。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、社会経済環境に適応すべく変化・多様化する企業経営と制度、そしてそれらを 
反映する組織文化が、そこで働く多様な属性の個人の態度・認知・動機づけ等に影響することを 
介して彼らの健康状態をどう規定するのか、また、多様な企業・個人の属性がこころと生物的健 
康との関係をどう調整するのかといった問題を、免疫系機能や疾病罹患に繋がる遺伝子発現や
炎症マーカーを用いて探索することにある。こころの働きと遺伝子発現の関係を一部明らかに
した我々の先行研究に基づき、本研究では、この関係の一般化および境界条件を明確にすると共
に、生物的健康に影響する新たな性格的・心理的要因を明らかにする。更に、従業員の環境適応
を促し健康を増進するような経営施策を探索し、その適応促進・健康増進メカニズムを解明して、
効果検証を行うことが、研究の狙いとなる。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究のアプローチは、以下の 3つのテーマから成る。 
(1)基盤 Bで得られた知見の一般化や境界条件の特定を目的とし、組織形態や個人属性が拡張さ
れた新たなサンプルを用いて心理・個人特性に関する自記式アンケートと生体指標による調査
を実施する。 
(2)従業員の生物的健康に影響する新たな性格的・心理的要因について、インタビューや先行研
究レビューから仮説を立てたうえで、その検証を行う。  
(3)社員の健康に効果的な経営施策をインタビューや先行研究レビューを基に設計したうえで、
実際に一企業に属する集団に対して介入を実施し、その因果関係及び効果について生体指標を
用いて検証する。 
 
計画として、テーマ(1)では、まず境界条件として想定される企業形態や個人属性の異なる参加
者を対象にインタビュー調査を実施し、その違いについて定性的に検証する。次に、ここで得ら
れた知見と文献調査に基づいて検討された自記式アンケートと生体指標による調査を、個人属
性がより多様化されたサンプルによって検討する。 
テーマ(2）では、包括的な文献調査と企業経営層及び従業員を対象にしたインタビュー調査を実 
施し、健康に効果を持つ変数について更に探索し、その効果を定性的に調査する。次に、そこま
での知見から見出された仮説変数を盛り込んだ自記式アンケートと生体指標を用いた調査を実
施し、従業員の健康に貢献する新たな性格的・心理的要因を検証する。 
テーマ(3）では、まずインタビュー調査を実施して、健康に効果的な経営施策について、その施
策と心理的要因との関係性及び心理プロセスについて更に探索する。次に、想定される変数をベ
ースとした施策を立案し、実際に参加者に対して介入調査を実施する。 
 
 
４．研究成果 
(1)基盤 Bの研究で得られた知見の一般化及び新たな心理機序の解明の検証を主目的として、複
数の企業において、心理・個人特性に関する自記式アンケートと生体指標との関係性の調査を実
施した。調査参加者は幅広い年代（20 代～50 代）の男女を対象とした。心理・個人特性の自記
式アンケートについて、職場のデモグラフィック属性による差異をまず検討したところ、性差及
び役職差が見られた。具体的には、全体的な傾向としてポジティブな心理尺度（仕事の意義、職
場満足感、自己効力感等）については男性社員の方が女性社員よりも高い得点の傾向がみられ、
一方でネガティブな心理尺度（孤独感）は女性社員の方が高い得点傾向が見られた。さらに役職
者の方が非役職者よりもポジティブな心理尺度については高い得点傾向が見られ、ネガティブ



な心理尺度については非役職者の方が高い得点傾向が見られた。ただし、一企業において、女性
に関して役職者の方が非役職者よりも孤独感が高い傾向が見られ、仕事の意義や満足感といっ
た項目の役職による差はみられなかった。一般的には役職者の方が非役職者よりも孤独感は低
い（さらには、仕事の意義や職場満足感は高い）ことが多いが、本結果は女性リーダーの職場環
境の改善（孤立感が高く、役職者としての裁量が小さい環境である可能性もあり得る）が求めら
れることを示唆している。一般的に日本企業における女性管理職の割合は先進諸外国と比して
低い傾向にあり、女性の場合は管理職であることの心理的負荷やネガティブ感情が想起しやす
い状況である可能性は高いため、女性管理職の登用促進や会社としてのフォローが特に必要だ
と推測される。生体指標については、遺伝子発現指標(CTRA)および 免疫系たんぱく質指標(サイ
トカイン)を調査参加者の血液から抽出し、指標として使用した。その結果、個人の健康状態に
影響を及ぼすと想定される心理・個人特性(会社と個人の価値観の同一化、組織や仕事に対する
誇り、 絆、孤独感、離職意図)が生物的健康に影響を及ぼすことを明らかにした。本結果から、
基盤 Bの研究で得られた知見がより一般化されると共に、生物的健康に影響する新たな性格的・
心理的要因が見出された。さらに、その影響が企業環境や組織風土によって異なる作用を及ぼす
ことも示唆された。これは上記の心理・個人特性の境界条件を明らかにしたという点で興味深い。 
 
(2)企業で働く人々の職場に対する認知及び行動が、彼らの健康状態にどのような影響を及ぼす
のか、さらには健康状態を改善する手段として有効なアプローチがあるのか、という点を主眼に
置いた調査を実施した。具体的には、１企業の従業員を対象に「仕事の意義を振り返ることが個
人の健康状態を促進する」、という仮説検証を目的とした介入研究を実施した。手続きとしては、
被験者を介入条件群と対照群とにランダムに分けたうえで、介入条件群では定期的に仕事の意
義について振り返る課題に取り組んでもらった。被験者には、調査開始時、調査途中、調査終了
時の計 3 回自記式アンケートへの回答と採血を実施した。結果として、介入に一定の効果が見ら
れることが明らかになった。ただし、本研究対象となった企業を取り巻く環境が、調査期間中に
大きく変動が生じたため、その影響が本研究結果に影響を及ぼしている可能性は否めない。した
がって、今回得られた結果については介入課題以外の要因が混在している可能性が高く、慎重な
解釈をすべきだと認識している。また、今回対象とした企業における被験者の数が 50 名程度の
ため、統計的な信頼性妥当性を高めるためには、もう少し数が多いことが望ましかった。しかし
ながら、定期的に仕事の意義を振り返ることで、仕事に対するポジティブな感情あるいは認知を
想起させ、それが個人の健康に正の効果を及ぼすことは理論的には妥当であり、今回の結果はそ
のメカニズムの正しさを一定程度支持するものだと考えられる。 
 
ここで得られた知見の、学会での報告、学術論文への投稿を順次進めている。 
 
本研究の学術的意義として、本研究は、これまで医学・心理学の分野で蓄積された知見を経営学
のフィールドに援用し、企業とそこで働く個人という文脈で、個人の心理・個人特性と生物的健
康との関係性を明らかにした点が挙げられる。社会的意義として、世界的に健康経営へのニーズ
が高くなっているなか、健康経営を科学的に吟味検討し、新しい経営の視座を示した点が挙げら
れる。 
 
今後の研究の展望として、生物的健康に重要な要因である働き甲斐を向上させるメカニズムの
検討、理論化を目指している。具体的には、研究代表者の専門分野であるブランドマネジメント
論の知見における理念共鳴や価値観の内在化という変数を働き甲斐の先行要因として想定した
うえで、それら先行要因から働き甲斐、そして健康までの一連のメカニズムについての実証的な
検討は重要だと考えている。そのような先行要因を通じて働き甲斐を向上させ、それによる健康
増進までの一連のメカニズムを科学的に明らかにすることは、学術的にも社会的にも意義があ
る。特に、実社会に貢献する理論及びソリューションを提示することは、経営学の重要な役割で
あり、それに資する取り組みを今後の研究の方向性として志している。 
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 ４．巻
Uchida Yukiko、Kitayama Shinobu、Akutsu Satoshi、Park Jiyoung、Cole Steve W. 37

 １．著者名

10.3389/fpsyg.2019.00312

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Socio-Economic Marginalization and Compliance Motivation Among Students and Freeters in Japan

Frontiers in Psychology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Liu I-Ting Huai-Ching、Uchida Yukiko、Norasakkunkit Vinai 10

 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
日本の協調性の行方

ひらく 104-109

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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内田由紀子 1

 １．著者名
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オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

10.1037/emo0000390

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Beyond essentialism: Cultural differences in emotions revisited.

Emotion 1142～1162

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する
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Mesquita Batja

18
 １．著者名
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Leaders in Interdependent Contexts Suppress Nonverbal Assertiveness: A Multilevel Analysis of
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Frontiers in Psychology -

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Ito Atsuki、Gobel Matthias S.、Uchida Yukiko 9

 １．著者名

10.2117/psysoc.2019-B011

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
TRUST WITHIN A COMMUNITY IS A DOUBLE-EDGED SWORD: TRUST HAS A POSITIVE INDIVIDUAL-LEVEL EFFECT
AND A NEGATIVE CONTEXTUAL EFFECT ON SUBJECTIVE WELL-BEING

PSYCHOLOGIA 113～123

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
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Self-Compassion and Cultural Values: A Cross-Cultural Study of Self-Compassion Using a
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著
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 オープンアクセス  国際共著
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Personality and Individual Differences 240～245

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する
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 １．著者名

10.18632/oncotarget.18084
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有

 オープンアクセス  国際共著
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Oncotarget 53041～53052

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Norasakkunkit Vinai、Uchida Yukiko、Takemura Kosuke 8
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Psychological Studies 241～249
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産業ストレス研究 197-204

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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中田光紀 24
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 ４．巻
八谷百合子・柴田美雅・榎田奈保子・工藤智美・加藤寿子・田尾香織・野原由美子・岡山聡子・松村愛・
中田光紀・酒井昭典

-
 １．著者名

10.4992/jjpsy.88.15066

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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The Japanese journal of psychology 431～441
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 １．著者名
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
種市康太郎・中田光紀・渡辺和広・真船浩介 -

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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